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   原民喜「永遠のみどり」を題材とした独唱曲 
    原守夫《永遠のみどり》 
助川敏弥《永遠のみどり》 
  山田数子『慟哭』を題材とした独唱曲 
    尾上和彦《慟哭》 







 （事業名） （内容） 
⑴ 広島県廿日市市立原小学校アウトリーチ 子どもたちを対象とした






















































































































































＜論文審査＞   
 
審査の方法 
平成 27年 2月 6日（金）13時より，公開発表会を行った。始めに候補者が 45分程度，スライ
ド・音源を用いて論文の内容について述べ，次いで主査，外部審査員を含む 3人の副査，および他
の出席者による質問に候補者が答える形で，質疑応答が約 30分間にわたって行われた。 
公開発表会が終了した後，別室で審査員による口頭試問，および予備審査での指摘に基づく修
正・加筆等が確認され，候補者退席の後，全員の協議により審査結果を確定した。 
 
 
審査の内容 
本論文は，広島出身の声楽家である候補者がライフワークとして行っている，「ヒロシマ」を題
材とする声楽作品によるアウトリーチ活動についての研究である。アウトリーチ活動とは，英語
の outreachに由来し，個人もしくは何らかのグループが，社会福祉事業などにおいて，様々な施
設や学校などを訪問し，対象者に合わせて専門分野をわかり易く解説し，一般普及させる活動を
意味する。候補者は，広島在住の声楽家として，広島に投下された原爆の悲劇を表現している詩を
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題材とする声楽作品を中心に，小・中・高校などの教育の場や公共施設，放送局などで，音楽によ
るアウトリーチ活動を幅広く行ってきた。そこには，「ヒロシマ」を題材とする優れた声楽作品の
発掘・普及を目指しながら，広く人類の恒久平和を願う候補者の直向な姿勢が反映されており，こ
れが今回の論文執筆の大きな契機ともなっている。論文の内容は以下のとおりである。 
まず第 1章では「アウトリーチ」という活動とは何か，その歴史，基本原則，音楽によるアウト
リーチ活動の歴史と実践例について述べている。アウトリーチとしての演奏活動の基本原則は，
候補者によると，少ない人数，小さな会場，短い時間により，「参加者が音楽に心を開きやすくす
る外的な環境」を作ることである。アウトリーチを支援する主な事業としては，財団法人地域創造
による「公共ホール音楽活性化事業」，文化庁による「次代を担う子供たちへの芸術家派遣事業」，
公益法人および NPO法人の運営する公共ホール独自の事業」，大学等の教育施設による人材育成カ
リキュラムなどが挙げられる。候補者は，聴衆により深い感動を与えるための重要な手法として
アウトリーチ活動を位置づけ，質の高い演奏と並んで，「音楽の文脈」や「音が持つ記号としての
意味」を聴衆と共有することの必要性を強調し，そこに音楽によるアウトリーチ活動の意義を見
出している。そのためには対象となる作品の徹底した分析と解釈が前提となる。 
 第 2章では，被爆地「ヒロシマ」の悲劇を題材とする声楽作品の中から，特にアウトリーチ活動
の場で歌うのに適すると候補者が考える作品として，原民喜の原爆詩「永遠のみどり」による歌曲
と，山田敦子の原爆詩集『慟哭』を題材とする歌曲を取り上げ，作品成立の経緯，詩の解釈と音楽
の分析を行っている。『慟哭』に基づく音楽作品については，尾上和彦作曲の歌曲集《慟哭》と，
早川正昭作曲の，ソプラノとコントラバスのための《祈り》が取り上げられ，アウトリーチで歌う
という観点から詳細な比較考察が行われている。さらに，これらの楽曲をアウトリーチの場で歌
う場合に考慮すべき点が具体的に考察され，歌い手としての候補者ならではの，さまざまな状況
に即した工夫も検討されている。 
第 3章では，2014年度に候補者が行ったアウトリーチ活動の具体的な事例について，実施内容
の詳細，その事業の形態，学校等で行った際の実施方法等が報告されている。第 4 章はアンケー
ト調査で，主に作品への興味・関心や，プログラム実施前と実施後の対象者の意識の変化に焦点が
当てられている。最後の第 5章では，それらのアンケート結果を踏まえた考察が行われているが，
それによれば，①アウトリーチ実施後には，「ヒロシマ」を題材とする作品に対する聴衆の関心度
が，若い層を中心に飛躍的に向上したこと（戦争世代の反応は概して消極的），②音楽作品よりも
文学作品への関心度がより高かったこと（音楽作品には時間的猶予が必要），などが明らかにされ，
今後の問題点と同時に，音楽によるアウトリーチ活動の有効性が実証されている。 
 以上，この論文は，広島を題材とする声楽作品の研究のみならず，音楽によるアウトリーチとい
う活動の新たな可能性について，音楽演奏の世界に重要な情報をもたらすものであり，声楽専攻
の博士論文としてふさわしいものと考えられるので，審査員全員の一致により，合格とした。 
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